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●平成30年北海道胆振東部地震発生

●平成29年度一般会計及び特別会計決算報告

●"住みます芸人"が町をＰＲ

●インフルエンザの予防接種を受けましょう

　　秩父別町ホームページ　　http://www.town.chippubetsu.hokkaido.jp
　　町公式フェイスブック　　https://www.facebook.com/chippubetsutown
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９月６日午前３時７分
北海道胆振東部地震発生

　台風 21 号が過ぎ去った翌日の９月６日午前３時７分、北海道胆振地方中東部の深さ 37km を震源

として大地震が発生しました。地震の規模はマグニチュード６．７、最大震度は胆振管内厚真町で観

測された震度７で、震度階級では最も高いものとなりました。秩父別町でも震度４を観測し、地震

発生直後から約１日停電が続くなど、人的な被害はありませんでしたが、予期せぬ出来事に改めて

自然災害の恐ろしさを感じました。

　この度の北海道胆振東部地震によりお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りします。また、

被災された多くの方々に、心よりお見舞いを申し上げ、一日も早い復興をお祈りします。

　町においても、今回の地震及び大規模停電を教訓とし、町民の皆さまの安心・安全な生活を守る

ために、必要な措置を講じていきます。

その　 何が起こったのか時
～時系列で見る地震発生から電力復旧まで～

　　午前３時 ７分　　北海道胆振地方中東部を震源とする地震発生

　　　　３時 ８分　　苫東厚真火力発電所２号機と４号機が停止

　　　　３時 15 分　　秩父別町 (以下「町」)第１非常配備体制を

　　　　　　　　　　 とり、町内の巡回を開始

　　　　３時 25 分　　苫東厚真火力発電所１号機が停止し、全道的

　　　　　　　　　　 な大規模停電となる

　　　　８時 11 分　　一部断水地域に水の配布

　　　　９時 00 分　  町災害対策本部を設置

　　午後２時 22 分　　町南１条以南で一部電力の復旧

　　　　４時 00 分　  老人福祉センターを自主避難所として開設

　　　　　　　　　　 併せて携帯電話等の充電サービスを提供

　　　　９時 00 分　　ＪＲ留萌線の遮断機の一部が下りたまま戻ら

　　　　　　　　　　 なくなっていることが判明

　　午前１時 28 分　　町北側を除く市街地区等の電力が復旧

　　　　１時 32 分　　町北側の電力が復旧し、町内全ての電力が復旧

　　　　６時 00 分　　老人福祉センターの自主避難所を閉鎖

　　　　９時 00 分　　電力の復旧と一部地区の断水の解消を確認し

　　　　　　　　　　 町災害対策本部を廃止

　　　　　　　　　　　※電力復旧の時間は、北海道電力への聞き取りをもとに掲載しています。

９月６日

９月７日



広報ちっぷべつ

平成３０年１０月

― 3 ―

　大地震がくると、倒れてきた家具の下敷きになり、尊い命を

失ったり、大ケガをしてしまう可能性があります。

　家具類の転倒・落下防止は、建物の構造や部屋の状況に応じ

た対策が必要ですが、家具転倒防止グッズを活用するなどして、

自分や家族をケガから守りましょう。

家具の固定や配置の見直しで「安全空間」を！

家具転倒防止グッズの主なもの

家具と天井の間

に設置する突っ

張り棒状の器具

家具の上下を連

結して転倒や落

下を防ぐための

器具

家具と壁を木ネ

ジやボルトで固

定するタイプの

器具

扉の開放を防ぐ

ための器具

家具の下部に挟

み込み、家具を

壁面に傾斜させ

る器具

窓や棚などのガ

ラスに貼って、

飛散を防止しま

す

 伸縮棒（ポール式）　 連結金具　 　　 Ｌ字金具　　　扉開放防止器具　  ストッパー　　ガラス飛散防止
　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         フィルム

◎地震への備えをしましょう
　　　　　　　　　　家具転倒防止対策
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決算 報
告

　９月に開かれた第３回町議会定例
会で、平成２９年度の一般会計及び
特別会計の決算が認定されましたの
で、その概要をお知らせします。

◆平成２９年度の町民１人あたりの納税額◆

町税 ２億５，０５２万円　÷　２，４２３人（H30.3 末現在人口） ＝

地方交付税
50.7％

町債
11.7％

国庫支出金
3.9％

町税
8.3％

寄付金
6.1％

道支出金
7.2％

その他
8.5％

平成29年度

町民１人あたりの納税額 103,390 円の内訳

町 民 税 　３９，９６９円 軽自動車税 　　３，８２６円

法 人 税 　　５，４３９円 町たばこ税 　　７，５５８円

固定資産税 　３５，４６０円 入 湯 税 　１１，１３８円
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歳入

30億1,883万円

　歳入から歳出を差し引いた 8,511 万円
を貯金しました。

決算収支の状況

・歳入総額は、７億 2,978 万円（19.5％）
  減少しました。 
・地方交付税は、4,311 万円（2.7％）減
  少しました。
・町債は、ベルパークちっぷべつ屋外遊戯
  場整備事業などが増加した一方、屋内遊
  戯場整備事業の終了などにより、5億
  6,387 万円（61.4％）減少しました。
・道支出金は、米穀乾燥調製貯蔵施設改修
  事業の終了に伴う産地パワーアップ事業
  補助金の減などにより、1億 6,922 万
  円（43.8％）減少しました。

前年度と比較した歳入の主な増減

１０３，３９０円

一般
会計 30億1,883万円

歳入用語解説

地方交付税
 皆さんが納める所得税・法人税・酒税・消費税などの税金の一部で、 人口や
 税収などに応じて国から配分されるお金

町　　　債  町が公共施設等の整備にあてるため、国や金融機関から借りるお金

町　　　税  町民税や固定資産税、軽自動車税など、皆さんが町に納める税金

国庫・道支出金  町が行う特定の事業に対して、国や北海道から交付されるお金

寄　付　金  ふるさと納税などにより町に寄付されるお金

繰　入　金  基金を取り崩して繰り入れるお金

そ　の　他  学校給食費負担金や認定こども園の保育料など

繰入金3.6％
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公債費
18.8％

職員費
13.8％

土木費
7.0％

民生費
12.3％

総務費
15.4％

教育費
7.3％

農林水産業費
　 8.4％

その他
8.5％
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歳出

29億3,371万円

商工費
8.5％

　29億 3,371万円÷

　　　2,423人（H30.3 末）

　　　　　 ＝ 121万円

町民１人あたりの
歳出決算額

・歳出総額は、7億 4,902 万円（20.3％）
 減少しました。 
・公債費は、償還金の増により5,811万円 
 （11.7％）増加しました。
・総務費は、ベルパークちっぷべつ屋外  
 遊戯場整備事業などが増加した一方、
 屋内遊戯場整備事業の終了などにより、
 ５億 5,650 万円（55.1％）減少しました。
・商工費は、保養研修施設温泉ボーリング
 調査事業の増などにより、7,563 万円
 （43.7％）増加しました。
・農林水産業費は、米穀乾燥調整貯蔵施設
 改修事業の終了などにより、3億9,610万円
 （61.6％）減少しました。

前年度と比較した歳出の主な増減

29億3,371万円 一般
会計

歳出用語解説
公　債　費  公共施設等の整備で借りたお金の返済費用

総　務　費  まちづくり事業、町内会への補助、広報や交通安全などに関する経費

職　員　費  職員（町長・副町長・教育長を含む）の給料や各種手当など

民　生　費  子育て支援、高齢者福祉など各種社会福祉に要する経費

商　工　費  商工業に関する補助、観光施設の維持・管理経費など

農林水産業費  農業に関する補助、農業施設の管理費、農業委員の報酬など

教　育　費  学校教育や社会教育に関する費用、スクールバス・教育施設の管理費など

土　木　費  道路や河川、町営住宅などの整備や維持管理費用、除排雪費用など

そ　の　他  議会や消防に関する費用、保健事業や環境衛生に係る費用など

◆平成２９年度のおもな使いみち◆

保養研修施設温泉ボーリング調査

1 億 1,800 万円（商工費）

ベルパークちっぷべつ屋外遊戯場整備

3 億 8,448 万円（総務費）
（うち 2億 3,800 万円を翌年度に繰越）

財政に関するお問い合わせ
　　総務課総務グループ　３３－２１１１（内線３５）
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【特別会計とは、一般会計とは別の会計で、特定の事業目的に使われる会計のことです】

※２　資本的収支の不足額 504 万円は、水道会計の資金（留保資金）などで補いました。
　　　なお、実際には支出されない減価償却費を歳出に計上しているため、実質的な収支不足は
　　　ありません。

平成２９年度　特別会計決算

　　借金残高は４３億 505 万円です。

＜借金と貯金の推移＞

※１　収益的収支は1,009万円の損失となり、前年度からの繰越欠損金4,370万円とあわせた5,379万円
　　　を当年度未処理欠損金として翌年度に繰越しています。

― 6 ―

歳入 歳出 差引

 国民健康保険事業特別会計  ３億 8,860 万円   ３億 6,254 万円       2,606 万円 

 後期高齢者医療特別会計       4,274 万円       4,274 万円           0 万円 

 介護保険特別会計   ２億 9,145 万円   ２億 8,395 万円         750 万円 

 農業集落排水事業特別会計       9,964 万円        9,804 万円        160 万円 

 簡易水道事業会計
収益的収支   　　5,957 万円        6,966 万円 　  ▲ 1,009 万円 

資本的収支       　144 万円         648 万円       ▲ 504 万円 

※１

※２

　　まちの借金と貯金　＜平成29年度末現在＞

　　 借金は何でするの？
　道路や公共施設を建設するときは、一時的に多額の資金が必要となることから、国や金融機関か
らお金を借りて事業を行っています。
　なお、この借金には、公共施設などが長年にわたって住民に利用されることから世代間で公平に
負担する意味合いが含まれています。

　　貯金残高は２７億 2,036 万円です。
 10 年前と比較すると 12 億

 4,179 万円増加しています。

　　 貯金は何のためにするの？
　大型事業を実施する場合や、収入が足りない場合に備えて貯金をしています。
　町には、借金返済や不慮の災害に備えるためなど、目的ごとに14種類の貯金があります。

解説

解説

 10 年前と比較すると 8億

 281 万円減少しています。

決 算
平成29年度

報告
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指　標

【内 容】

秩父別町の

健全化判断

比率
（平成 29 年度決算）

早期健全化

基準
解　説

 １ 実 質 赤 字 比 率

【一般会計の赤字の割合】
― 15.0％

 　「実質赤字比率」は、福祉、教育、まちづくりなど

 の行政サービスを行う一般会計について、どのくら

 い赤字が出ているかを見るものです。平成 29 年度

 決算では、一般会計は赤字ではなかったことから、

 実質赤字比率は「なし」となっています。

 ２ 連結実質赤字比率

　【一般会計に特別会計、企

　業会計を含めた全会計の

  赤字の割合】

― 20.0％

　「連結実質赤字比率」は、一般会計と特別会計等のす
 べての会計を合わせた赤字が、どのくらい出ているか

 を見るもので、町全体としての赤字の程度を表します。

 平成29年度決算では、町全体の収支は赤字ではなかっ

 たことから、連結実質赤字比率は「なし」となっています。

 ３ 実質公債費比率

　【年間の借金返済額などの

　割合】

７．６％ 25.0％

 　「実質公債費比率」は、その年の借金などの返済額

 が標準財政規模※に対してどの程度かを見るもので

 す。この比率が高まると自由に使えるお金が少なくな

 り、住民サービスの低下を招くおそれがあります。平

 成 29年度決算では、前年度と比べて0.6％増の 7.6％

 となっています。

 ４ 将 来 負 担 比 率

　【将来負担すべき実質的な

　負債（借金）の割合】

― 350.0％

  「将来負担比率」は、将来返済しなければならない

 借金などの残高が標準財政規模※に対してどの程度

 かを見るものです。この比率が高くなるほど将来財

 政を圧迫する可能性が高くなります。平成 29年度決 

 算では、借金の返済に充てることができる財源（貯

 金や国の財政措置など）が借金などの残高を上回っ

 ているため、将来負担比率は「なし」となっています。
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健全化判断比率の状況

　健全化判断比率は、まちの財政破たんを未然に防ぐため、財政の健全性を表す指標です。各比率
が早期健全化基準を超えると自主的な改善努力を行わなければならず、さらに一定の基準を超える
と財政再生団体に転落します。
　本町の指標は、いずれも早期健全化基準を大きく下回っており、健全な状態と言えます。

資金不足比率の状況

　資金不足比率は、公営企業会計の経営状況の健全性を判断する指標で、経営健全化基準を超える
と経営健全化計画を策定して経営の健全化を図る必要があります。
　本町では、いずれの公営企業会計も資金不足はありません。

会計名
秩父別町の資金不足比率

（平成 29 年度決算）
経営健全化基準

 農業集落排水事業特別会計 ― 20.0％

 簡易水道事業会計 ― 20.0％

※標準財政規模…町税や地方交付税など、使途が特定されていない収入の規模を表すもの

決 算
平成29年度

報告
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